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1.研究背景

高齢者の方に注目した

＜7つの「まちづくりの大綱」＞

健康でいきいきと暮らせるまち

生活基盤が整った快適に暮らせるまち

⇒浜田市の活性化



2.研究目的

情報通信機器の普及
公共サービスの充実

情報通信機器の利用に関するデータ
（総務省,2021/深谷ほか2016)

情報を確実かつ迅速に
入手する

社会の変化

⇒情報の電子化
情報量の増加



健康福祉・生活基盤に関する情報

どのくらい知っているのか？

どこから得ているのか？

効果的に情報を届けるには？

2.研究目的



健康で長生き

豊かな暮らし

2.研究目的



3.調査方法

対象地域周辺地図

65歳以上の男女104名に
アンケート調査を実施



4.結果
(1)浜田市に住んでいる
と胃がんや大腸がんの検
診が無料で受けられるこ
とを知っていますか？
(2)「はまだ健康チャレ
ンジ」という事業を知っ
ていますか？
(3)浜田市営住宅がある
ことを知っていますか？



4.結果



インターネットはどれくらいの頻度で使いますか？
（公共施設での利用や他人に操作を依頼するのも含む）

4.結果



調べ物をするときに
（ご自身のみで）インター
ネットは使いますか？

4.結果



家に届く郵送物の内容は確認していますか？

4.結果



5.考察

どのくらい知っているのか？
⇒  健康福祉に関する情報は92％の方

生活基盤に関する情報は76％の方

いずれも高い割合で情報が把握されてい
ることがわかる。



どこから得ているのか？

⇒広報誌・雑誌、掲示板、郵送物といず
れも紙ベースの文面から情報を得ている
方が非常に多かった。
また、友人・知人・職員の方といった個
別のコミュニケーションによる情報収集
も多く利用されていた。
反対に電子媒体によるインターネットか
らの情報収集は非常に少なかった。

5.考察



効果的に情報を伝えるには

1.高い割合を維持する為に

紙ベースでの情報伝達を継続する

2.ホームページの検索方法などインター

ネットの利用方法を広め利用率を上げる

5.考察



6.今後の課題

1.その他の年齢層を対象とした調査

2.地域ごとの違いの調査

3.インターネット利用率が低い要因の調査
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